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公益財団法人 山田科学振興財団 

2025年度研究援助 チャレンジ支援枠 申請要項 
 

山田科学振興財団の研究援助について  

本財団は、自然科学の基礎的研究、特に １） 萌芽的・独創的研究、2) 新規研究グループで実施される研究、 

3) 学際性、国際性の観点からみて優れた研究 に対して研究費の援助を行っております。実用志向研究は援助の

対象としません。評価が定着して研究資金が得やすいものより、萌芽的で将来の発展が期待される基礎研究を重

視します。また、多様な視点や発想を取り入れた研究活動を実践し、創造力を発揮する研究者を積極的に援助する

ため、本財団は、女性の活躍はもちろんのこと、一人一人の多様性を尊重します。 

 

本支援枠の趣旨及び援助内容  

出口を見据えた研究が奨励される昨今、基礎的な研究への支援が以前にも増して減少しています。大規模研究室

あるいは研究費が潤沢にある研究室以外の研究室、特に、地方にある、あるいは中小規模の大学等の研究機関の

教員・研究者は、教育その他の研究以外の業務が多く、研究を行うことが困難になり、今後、益々研究費の獲得が困

難になることが予想されます。 

本支援では、研究に関する新しいアイデアがあっても、それを検証するための実験の遂行が困難である研究者、長

年行ってきた重要な基礎研究の継続が、種々の理由により困難になっている研究者を援助することを目的としていま

す。研究内容は、財団の趣旨である自然科学の基礎的研究であることはもちろんですが、目先の新規性を求めるよう

な短絡的な視野に立った研究ではない、これまで地道に行ってきた研究や、各分野における既存の概念を変えるよう

なテーマにチャレンジする研究を特に援助します。 

また、援助金を給与にあてることはできません。特に財団が指定した場合を除き、給与以外の使途は自由です。 

援助額は1件当たり、年１00～200万円、総額400万円を上限とし、約2年半援助します。事情により１年延長も可としま

す。採択件数は2件程度を予定しています。 

 

本援助は、事業の趣旨をご理解いただき、本財団に多額のご寄付をいただきましたロート製薬株式会社様

のご支援によるものです。この度のご寄附に心から感謝と御礼を申し上げます。

■申請者資格 

１）地方・中小規模大学・研究機関に所属し、研究費

の枯渇、教育及びその他の研究以外の用務の増加

のため、自分のアイデアに基づく研究の遂行が困

難な状況にある研究者。 

原則として、RU１１に属する大学（北海道大学、東

北大学、東京大学、早稲田大学、慶應義塾大学、

名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学、筑

波大学、東京工業大学）、国立もしくはそれに準じる

研究機関に所属する研究者を除く。 

２）競争的研究資金（民間財団助成金も含む）獲得 

が、過去3年間で、年間平均150万円以下であること。 

３）年齢、国籍は問いません。 

【申請者の例】 

・地方あるいは中小規模の大学等研究機関へ異動

により独立したばかりの准教授、若手教授レベルの

研究室主宰者 

・研究費を自身が責任者として獲得し、事実上、独

立で研究している研究者 

・シニアでも研究を大きく転換させようとしているなど

の理由で研究費枯渇により研究の継続が困難な研

究者 

■申請手続き 

以下の財団ホームページから、Web申請を行ってくだ

さい。申請書、推薦書は、ダウンロードし、PDFファイ

ルにしてファイルアップロードし、送信してください。 

https://yamadazaidan.jp/requirements/challenge 

 

【申請書類】 

1. 申請書 

2. 推薦書：申請者の研究環境、状況を把握している 

独立研究者にお願いしてください。（学会推薦は 

不要） 

3. 参考資料：発表論文、関連論文等3報まで。 

 

【PDF化を行う際の留意点】 

申請書6ページの承諾書欄は、記入してから印刷の

上、押印を依頼してください。押印後、スキャン等をし

てPDF化し、その他のページと共に一つのPDFファイ

ルにしてください。推薦書の推薦人の署名等も同様

です。PDFファイルに署名捺印が無ければ、承諾・推

薦が得られなかったものとみなされ審査されないこと

があります。 
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【ファイル名について】 

1. 申請書ファイル名は「c_shinseisho_（英文で）姓_名」.pdf 

とし保存してください。 

2. 推薦書ファイル名は「c_letter_（英文で）姓_名」.pdf 

とし保存してください。 

3. 参考資料ファイル名は「（英文で）姓_名_paper1～3」.pdｆ 

とし保存してください。 

例： 

1. 申請書ファイル名：c_shinseisho_yamada_hanako.pdf 

2. 推薦書ファイル名：c_letter_yamada_hanako.pdf 

3. 参考資料ファイル名： 

yamada_hanako_paper1.pdf 

yamada_hanako_paper2.pdf 

yamada_hanako_paper3.pdf 

 

■締切期日 

締切は2025年2月28日です。 

 

■選考方法 

選考委員会において選考の上、理事会が決定します。 

 

■選考結果の通知 

2025年8月中にホームページ上で申請者氏名、研

究主題を発表後、申請者宛てに文書又は電子メー

ルにて通知します。 

 

■財団連絡先（問い合わせはメールでお願いします） 

公益財団法人 山田科学振興財団 

(Yamada Science Foundation) 

〒544-8666 大阪市生野区巽西1丁目8番1号 

E-mail: challenge@yamadazaidan.jp 

 

■援助金の贈呈  

選考結果の通知後、打ち合わせの上、適宜、贈呈

致します。 

 

■研究の成果及び会計の報告  

援助を受けられた方には研究期間終了後、研究成

果、会計についての報告書を提出していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

付  記 （必ずお読みください） 

1. 他の研究援助枠との重複申請はご遠慮ください。 

2. 援助金は研究機関にて委任経理をお願いしま

す。 

3. 当財団は営利目的事業を有しておらず、設立

者の寄附金を主体とする基本財産を運用し、自

然科学の基礎研究振興のために研究援助を行

っております。そのため援助金の使途は、その

全てを研究者の当該研究のために必要な費用

に限定させていただいておりますので、オーバ

ーヘッド徴収に関しては基本的に計上不可とし

ます。 

4. 財団への問い合わせは、ホームページの「よく

ある質問」に Q＆A を掲載しアップデートします

ので、問い合わせ前に必ずご確認ください。 

5. 申請期間中に応募方法等変更の場合がありま

す。その際は、本財団ホームページで周知しま

す。 

6. 選考時、財団よりヒアリングを行うことがありま

す。 

7. 援助金の支払いは 2 回（2025 年 10 月中（2025

年度）、2027 年 2 月中（2026 年度））を予定して

いますが、援助期間は 2025 年採択日から 2028

年 3 月末までの 2 年半（2025 年度後半、2026

年度、2027 年度）とし、援助金の使用は支払い

時期に関わらず援助期間内のいつでも使用可

能とします。 

8. 2 回目の援助金支払い前に中間報告をお願い

します。 

9. 研究成果を文書によって発表される際には、本

財団 (公益財団法人山田科学振興財団、

Yamada Science Foundation)の援助による旨を

記載し、報文の類にあってはその別刷１部、ま

た著書の類にあってはその１部をご寄贈願いま

す。Web 掲載の場合は URL をお知らせください。 

10. ご提出いただきました申請書等書類は、お返し

致しません。 

11. ご提供いただきました個人情報につきましては、

本財団の個人情報保護に関する基本方針に従

い、選考に関わる目的のみに利用させていただ

きます。 

 

mailto:challenge@yamadazaidan.jp

